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既存構造物の構造体コンクリー ト強度調査法
「ソフトコアリング」の開発
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要   旨

非破壊試験に近い損傷度の低さと, φ100HImヨ ア試験の精度のよさを併せ持つ構造体コンクリー ト強

度推定法として, φ18～ 251rlm程度の小径コアを用いる方法を考案し,その有効性を確認し,実用化した。

小径コアによる調査法は,コ アを採取するという直接的な試験のため,推定精度は反発硬度法より高

い。また,従来のφ100mmコ アによる方法に比べて,コ アの径が小さいために対象部材に与える損傷は

微かであり, φ100mmヨアでは不可能であった梁や柱等の主要構造部材のコンクリー ト強度を直接調査

できる。小径ヨア強度はゅ100mmコ ア強度に比べると若千ばらつきは大きいが,損傷が微かで採取箇所

の制約を受けにくく,採取作業が容易なことからサンプル数を増やすことが可能で,その結果φ100mm
ヨアと同等の推定精度が得られる.

キーワード 小径コア/φ 100mmョ ア/構造体コンクリート強度/強度差/推定式/推定精度
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1.は じめに

現在,コ ンクリー ト強度の推定法として,反発硬度法
が広く採用されている。この方法の利点としては,非破

壊で行えること,試験が容易で熟練を要しないこと等が

挙げられるが,圧縮強度を推定する際に,使用材料,材
齢等によるばらつきが大きく,推定精度は高いとは言え

ない
1)。 一方,コ ンクリー ト強度を精度よく推定する必

要がある場合には,φ 10011114の コンクリー トコアを採取

して圧縮試験が行われるが,供用中の構造物から採取す

る場合,柱および梁などの構造上重要な部材からの採敗

が難しく,採取場所が壁,ス ラブ等に限定されることが

多い。

筆者らは,非破壊試験に近い損傷度の低さと,φ 1001主 1111

コア試験の精度のよさを併せ持つ構造体コンクリー ト強

度の推定法として, φ18～ 2511lm程度の小径ヨアを用い

る方法を考案し,その有効性を確認 し実用化した ?～動.

小径コアによる方法は,コ アの直径が小さいので,柱等
の主要構造部材からも採取でき,コ ア試験という直接的

な方法である為,精度は十分に実用レベルを満たしてい

る .

本報では,まず,標準試験体を用いて小径コアの圧縮
強度およびその試験誤差に及ぼす種々の要因の影響に関

する基礎実験を行い,適切な供試体の作成手順および圧

縮試験方法を明確にした .

次に,構造体コンクリー トの模擬試験体を用いた基礎

実験を行い,/〕 径ヽ コア強度と構造体コンクリー ト強度 (φ

100■mコ ア強度)の強度差を定量化し,小径コア強度に
よる構造体コンクリー ト強度の推定式を提案するととも

に,その推定精度を検討 した .

最後に,供用中の建物 Dお よび実物大の部材 つにおける

実証実験で基礎実験結果の再現性を検証し,本方法の有

効性を確認した結果について報告するものである .

2 標準試験体を用いた基礎実験

直径 100Hm× 高さ 200主主11■ の円柱試験体から採取した

小径コアを用いて圧縮強度試験を行い,ノト径コア強度に

影響 を及ばす要因を明 らかにし,小径 コア強度 とφ
1001■ lnlコ ア強度の関係を求めた

2.1実験概要

1)因子と水準

表-1に因子と水準を示す 実験には,小径ヨア強度に
影響を及ばすと予想される,材料,調合,コ ア採政方法,

供試体の成形方法および圧縮試験方法等に関する8因子

を取り上げ,水セメント比およびヨア採取位置を外側因

子とした直交表 L18(21× 38)に よる繰り返し数 1の直積実

験とし,分散分析により要因効果の検討を行った .

表―耳 因子と水準
因子 水準

骨材種類 Gl+Sl+S2,G2+Sl+S2,G3+S3

コアビット呼び径 (mm) φ25,ゅ 29

ドリル回転教 (rpm) 600, 1100, 1300

ヨア抜取り速度 (cm/min) 10 15 30

ヨアの高さhと直径dの比h/d h/d=1.5, h/d=2 0

圧縮試験時載荷速度

(mm/min)

ヨア採取位置 上面部,底面部
水セメン ト比 W/C(%) 65,75,85,95,120

表-2 コンクリー トの使用材料
材料

区分
品質・特徴

0 65, 1 21, 1 71

セメ

ン ト

密度 316g/c m3

比表面積 3250c評/

,ヒ重 2 65,F M 3 25

吸水率 1 実績率 643%

糸蹴
2 59,F M 1 75

吸水率 2 実績率 612%
比重 262,F M 2 25

水率 166%,実績率 643%
|ヒ重2∝ Rド1674

1咄 跡

粗骨材 「ヒ重2鶴,RM6 83
隣 0 尉

比重272Fヽ1728
囃 1 籍 鶴 跳

消訴母斉il ポリカルボン酸系化合物

2)コ ンク リー トの使用材料および調合

表-2に コンクリー トの使用材料を示す

セメントには普通ポル トラン ドセメントを使用した .

骨材は,最大寸法 20Hl14の 砕石に砕砂および山砂を組合
せたものと,最大寸法 251rllnの川砂利に川砂を組合せた

ものの 3水準とした.水セメン ト比は,構造体ヨンクリー

ト強度の範囲を 10～ 30N/1111112と 想定し,65～ 1200/oの 5

水準とした .

3)コ ア供試体の作製および圧縮試験方法
コアの抜取りは湿式で行った。所定の供試体寸法への

切断はダイヤモン ドカッターを用い,端面処理は硫黄
キャンピングとした。圧縮試験時の載荷用球座は,40×

401主 114の モルタル供試体用の球座を用い,載荷速度は 3

水準とした。なお,圧縮試験は底面部は材齢 12週で,上

面部については材齢 13週で実施 した。

22 試験結果
図-1に小径コア強度と円柱試験体強度の関係を小径
コア直径ごとに示す。小径コア強度は,全体的に円柱試

験体強度より大きい傾向にあり,回帰直線の勾配はほぼ
1と なった つまり,小径コア強度とφ100Hmコ ア強度
の関係は強度差で表すのが道切であるといえる.

また,小径コアとo100■m円柱試験体の強度差につい
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て分散分析した結果,コ アビットの呼び径 (ヨ アの直径),

l1/d,圧縮試験時の載荷方法は有意であったが,骨材種類 ,
ドリァレ回転数, コア抜取り速度および栽荷速度について

は,水準間に有意差は認められなかった。

3 構造体模擬試験体を用いた基礎実験

構造体コンクリー トを模擬したブロック試験体から,

小径コアおよびφ100mmコ アを採取して,小径コア強度
とφ100mmコ ア強度の強度差を定量化した。それらの結

果をもとに,小径コア強度による構造体コンクリー ト強
度 (φ 100mmョ ァ強度)の推定式を設定し,その推定精
度を検討した。

3.1実験概要
1)因子 と水準
表-3に ,因子と水準を示す.標準試験体を用いた基礎

実験結果より,小径コア強度に影響を及ぼす要因と判明
したコアビットの呼び径 (ヨアの直径),Vd,圧縮試験
時の載荷方法等を主要な因子とし, コアビット呼び径お

よび水セメン ト比の範囲を拡張した .

2)コ ンク リー トの使用材料および調合
コンクリー トの使用材料は円柱供試体による基礎実験

と同一のもの (表-2)を使用 した .

水セメント比は,圧縮試験時の裁荷方法が変位制御の
試験体では65～ 120%,荷重制御の試験体では 35～ 120%

とした。これらの水セメン ト比の範囲における,φ 100■m
ヨアの強度は,変位制御の場合に 86～ 356N/ni1112,荷 重
制御の場合に 86～672Nれm2でぁった

調合は目標スランプ値を 18cm, 日標空気量を 40/Oと し

て決定し,単位水量を 155～225kB/rn3,細骨材率を 44～
590/0と した。なお,水セメン ト比が 35～ 50。/。のものにつ
いては高性能 AE減水剤を用いた。

3)試験体
図-2に ,試験体およびコア採取位置の一例を示す。構

造体の模擬部材として,250× 400× 240Hmのブロック試

験体を,合計で 56体作製 した。試験体は,コ ンクリー ト

打込み終了後直ちに濡れむしろおよびビニルシー トで覆

い,脱型することなく 10週間湿潤養生を行った。

4)コ ア供試体の作製および圧縮試験方法
円柱供試体による基礎実験と同じ方法によった ただ
し,ド リルの回転数は H00rpm,抜 取り速さは,1 5cll1/min
とした。なお,圧縮試験は材齢 15週以降に行った。

32試 験結果
1)小径コア供試体の破壊形状
図-3に小径コアの破壊形状を示す./Jヽ径コアの破壊形

0   10  20  30  40  50  60
φ10× 20cn円柱試験体圧縮強度(N/nim 2)

図-1 小径コア強度と円柱供試体強度の関係

表-3 因子と水準
因子 水準

骨材種類 Gl+Sl十 S2,G2+Sl+S2,G3+S3
コアビント呼び径 (mm) φ25 φ29, φ32

コアの高さhと直径dの比h/d h/d=1 5, h/d=2 0

圧縮試験時載荷方法
変位制御 (1 71mm/min)

荷重制御 (025N/mm2/s)
コア採取位置 (高 さ方向 上部,下部
コア採買文位置 (深さ方向) 表層部,内部

水セメン ト比 W/C(%)
35,40,50,65,75,85,95,100

,110 120

↓
コンクリート打込′本方向

[単位:mm]

図-2 コア採取位置の例
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図-3 コアの破壊形状

状は,図に示す四つのタイプに分類できる。
大部分は,(a)お よび(b)の破壊形状を示した。(c)の破壊形
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表-4 小径コア強度試験値の棄却データの割合
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況を示 した供試体は,比較的小さな強度を示す傾向に

あつた。(d)の破壊形状を示した供試体は,比較的大きな

強度を示した .

2)小径 コア強度試験値の棄却検定

上述したように,小径コア供試体は粗骨材位置の影響

によって破壊形状が異なり,強度試験値が大きくなる場

合,あるいは小さくなる場合がある.したがつて,破壊

形状が(c)あ るいは(d)で ,かつ強度試験値が他の試験値と

大きく異なる場合,この試験値を乗却すれば,推定精度

はより向上すると考えられる。しかし,破壊形状の観察

だけで異常値の乗却を行 うと恣意的になる恐れがある .

そこで,同一条件での試料数が 3個以上ある場合,最大

値あるいは最小値について,同 じ母集団からの試料であ

るかどうかを,正規分布からの大きさ nの標本における

最大偏差と,その標本の標準偏差 sの比を用いて,危険

率 10°/oで検定した。

表-4に ,小径コア強度試験値の棄却データの割合を示

す.変位制御の場合,異常値として乗却したデータは皆

無である。全データにおける異常値の出現割合は約 30/O

となり,比較的小さいことから,小径コアによる強度試

験は十分実用的であるといえる。

3)小径 コア強度 と 100mmコ ア強度の関係

異常値を乗却した後のデータについて,小径コア強度

とφ1001γ llllコ ア強度の関係を示す .

図-4お よび図‐5に ,小径コア強度 xと ゅ100■mコ ア

強度 Xの関係の例を示す。また,図 中に線形回帰式と寄

与率 r2を示した。回帰式の寄与率 r2か らわかるように ,

小径コア強度 xと φ1001rlln強度 Xの相関は高い 回帰直

線の勾配はほば 1に近く,小径ヨアとφ100■mコ アの強

度差δは一定となる傾向にある .

4 強度推定式の設定および推定値の推定精度

41強 度差データの整理
小径コア強度とφ100■mコ ア強度の強度差が一定で
あることをふまえ,構造体模擬試験体を用いた基礎実験

から得られた全データを用いて,小径コアと構造体コン

クリー ト強度とみなした o100■mコ アの強度差の平均

o    10    20    30    40    50

φ100mmコ ァ強度X(N/m m2)

図-4 小径コア強度とφ100コ ア強度の関係

0      20     40     60     80     100

φ100mmコ ァ強度X(N/mm2)

図-5 小径コア強度とφ100コ ア強度の関係

10  20  30   40  50   60  70

φ100mmコ ァ強度X(N/m m2)

図-6 強度差の母平均の推定値とφ100mmコ ア
強度の関係 (変位制御)

10  20  30   40  50   60   70

φ100mmコ ァ強度 χ (N/m m2)

図-7 強度差の母平均の推定値とφ100mmコ ァ
強度の関係 (荷重制御)

値とばらつきを定量化し,小径ヨア強度による構造体コ

ンクリー ト強度の推定式を設定した。
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表-5 小径コアとφ100mmコ アの強度差の
母平均の推定値

荷重制御′lヽ径 コ

ア 直 径

(mm)

185

22.5

25.3

X<70N/mm2

Vd=15
45

46

39
(140)

図-8
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φ100mmコ ァ強度χ (N/m m2)

強度差の母標準偏差の推定値とφ100mm

コア強度の関係 (変位制御 )

図-9
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φ100mmコ ァ強康χ (N/m m2)

強度差の母標準偏差の推定値とφ100mm

コア強度の関係 (荷重制御 )

42強 度差 と 100m耐 ヨア強度の関係
図-6お よび図-7に 強度差の母平均の推定値 とφ

100Hmコ ア強度の関係の一例を示す。図中の実線および

破線の横軸方向の長さは,φ 100■mコ ア強度の範囲を示
し,縦軸の値は,その範囲のφ100Hmヨ ア強度に対応す

る強度差の平均値を示してある.強度範囲の狭い変位制

御の場合 (図-6)では明瞭ではないが,強度範囲の広い

荷重制御の場合 (図-7)からわかるように,Vd=15の
小径ヨア供試体による強度差の母平均値はφ100■mヨ
ア強度が大きくなるにしたがつて増カロするイt頁向にある。

また,図-8および図-9に強度差の母標準偏差の推定

値 (σ h)および試験誤差の母標準偏差の推定値 (σ m)

とφ100醐nコ ア強度の関係の一例を示す。図からもわか

るように,試験誤差の母標準偏差の推定値 (σ m)は ,載

荷方法に関わらず, φ100nmヨ ア強度が大きくなるに

従つて増加する傾向にある。

したがって,荷重制御の場合は,対象とする構造体コ

ンクリー ト強度の範囲を 35N/mm2程度で 2つに分け,そ

れぞれ推定式を定めた方が推定精度は向上する .

以上の結果より,小径コアとφ10011lmヨ アの強度差は,

コア直径,11/d,載 荷方法および強度範囲 (荷重制御のみ)

に影響されるといえる。また,強度差は Vdの関数で表

される りため,それ以外の要因別に強度差の推定値を求

め,Vdを変数とする推定式を設定すれば,推定精度は向

上すると考えられる.

()内の数字はサンプル教を表す
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図 -10

10

10

10      15      20      25
カ/」

図-11 強度差の母平均の推定値とh/dの関係
(荷重制御 :X≦ 35N/mm2)

図-12

15    20    25
カ/」

強度差の母平均の推定値とh/dの 関係

(荷重制御 :X<70N/mm2)

43構 造体コンクリー ト強度推定式の設定
表-5に小径コアとφ100■mコ アの強度差の母平均の

推定値を示す.ま た,図-10～ 12に強度差の母平均の推定

値と Vdの関係を示す.これらのデータより,小径コア

強度による構造体コンクリー ト強度 (φ 100■mコ ア強

度)の推定式を求めると以下の通りである。なお,変位

制御のφ2531r11■ コアの推定式は, φ25 3Hmヨ アの強度
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差をφ18 5nmコ アおよびφ225■mコアの強度差から外
挿して求めることにより設定した.

(変位制御)

[φ 185 mmコ ア]X=X― (103-2 75Vd)    〔1〕
[φ 22 5 11lmヨ ア〕 X=x―(95-2 75Vd)     〔2〕

[φ 25 3 1rimコ ア〕 X=x―(87-2 75Vd)     〔3〕
(荷重制御 :X≦ 35N/■un2)

〔φ185 mmコ ア]X=X― (103-■ 001i/d)    〔4〕
〔φ22 5 Hllnコ ア]X=x― (99-40011/d)     〔5〕
[φ 253■ 11■ ヨア]X=X― (115-5 40Vd)    〔6〕
(荷重制御 :35N/■ m2<x<70N/mm2)

[φ 18 5 Hll■
ヨア]X=X― (120-5 00Vd)    〔7〕

[φ 2251主linヨア〕 X=X― (127-5401]ノd)    〔8〕
〔φ253■lmコ ア]X=x― (129-6 00Vd)    〔9〕

ここ1こ X:構造体コンクリート強度の推定値(N/mmり
x:小径ヨア強度(N/mm2)
Vd:ノJヽ径コア供試体の高さhと 直径 dの比

4.4推定式の推定精度の検討
小径ヨアによる構造体コンクリー ト強度の推定精度は

下式で表される。

は, σeの値を仮定する必要がある。

そこで,まず,構造体コンクリー ト強度が均― (σ e=0)
とした場合,すなわち,小径コアの強度試験値が有する

ばらつきのみによる推定精度を検討する.次に構造体コ

ンクリー トのばらつきが既知とした場合の推定精度を検

討し,これらの結果から,小径コアを実構造物に適用す

る場合の推定精度と所要の試料数の関係を明らかにする

1)小径コアの強度試験値のばらつきによる検討

構造体コンクリー ト強度が均一 (σ e=0)と 仮定した場

合,信頼率 (1-α )の母平均の信頼区間±β klは次式

で近似される。

β々ど=(φ・,α刈/上    は1〕
ここに,t(φ tt α):自 由度φ*の t分布における両側α点

図 13お よび図 14に信頼区間β klと コア採取箇所教

の関係の一例を示す.信頼区間β klは ,採取箇所数 kが

大きくなるほど小さくなり,ある値に漸近していく,図

14の信頼率 80%の場合でみると,信頼限界β klは採取

箇所教 k=4ま では大きく変化するが,kが 5あ るいは 6

以上になると変化の割合が小さくなる このことから,
ある領域の強度を推定する場合,小径コアの採取箇所数
は 6～ 12程度とするのが採取箇所数と精度のバランス

がよい。

2)構造体ヨンクリー ト強度の母分散を仮定 した場合
構造体コンクリー ト強度が既知と仮定した場合,信頼
率 (1-α )の母平均の信頼区間士β klは次式で近似さ

れる。

レ/1ズ。] 〔10〕=二十二 +五
た   た   たど

ここに ,

レ/1ズ .1

σ e2

σ h2

推定式による総平均値の分散 ((N/mln12)2)

構造体ヨンクリー ト強度の母分散 ((N/mm2)2)

強度差の母分散 ((N/mm2)2)

σ n2  :小径コアの試験誤差の母分散 ((N/mm2)2)

 々 :コ アの採取箇所数
′  :1採 取箇所での試料数

凡例)VH:φ 100コllnコ アの近傍より採取した小径コア

βμ=F(

るo100mlnコ ア

二十二十二
た   た   たど

〔12〕

表-6に構造体模擬試験体を用いた基礎実験で得られ  ここに,κ (α ):正規分布における両側α点
た強度差の平均値および分散成分の推定値を示す。σh  式からわかるように構造体ヨンクリー ト強度の分散
および omについては表中の値によって推定できる。しか  。e2が大きくなれば,小径ヨア強度の試験値の分散 σ h2
し,σ eは未知であり,推定式の推定精度を評価する為に  およびσ m2が全体の分数に及ぼす影響は小さくなる。つ

表-6 強度差の平均値および分散成分の推定値 (全粗骨材,h/d=20)
母標準偏差

載荷

方法

値 (N/m評 )

位

御

変

制

重

御

荷

制

34

30

33

40

34

40

26

,8
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じ
風1欲麻ゴチ拐盤屋【籟 ど禦 占号∴毬進3示饉 継

としての全体的な試験誤差を意味する
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‐‐‐‐‐―‐‐‐r=,

信頼率95%

御

φ22 5niniコ ア

h/d=20

0 4  8 12 1620 24 28 32 36 40
コア採取箇所数 そ

図-13信頼区間と採取箇所数の関係 (信頼率 95%)

0 4  8 12 1620 24 2832 36 40
コア採取箇所数 々

図-14信頼区間と採取箇所数の関係 (信頼率 80%)

まり,推定式の推定精度は,実構造物の構造体コンクリー

ト強度のばらつきの大きさによって異なる。実構造物の

構造体コンクリー ト強度の母標準偏差σeは 4N/mm2程度

はありうると考えられる.こ こで, σeを 4N/mm2ぉ ょび

6N/mm2と 仮定して,式 〔12〕 から計算した信頼区間とコ

ア採取箇所数の関係を図 15お よび図 16に示す .

ところで,実際の建物において, φ100mmコ アで構造

体コンクリー ト強度を推定する場合,一般に 1フ ロアあ

たり3本あるいは 500m3ぁ たり 1本程度の試料が採取さ

れる そこで, φ100何lmコ アの採取箇所数 (k)=3の 時の
精度に対して,小径コアによる推定精度を比較する.採

取箇所数 6箇所 (k=6)か ら各 1本 (1=1)採取した小径コア

による構造体コンクリー ト強度の推定精度は, σe=4N/mm2

程度では,3箇所 (k=3)か ら各 1本 (1=1)採 取した o100mm
コアの推定精度と同程度と考えてよい。また,構造体コ

ンクリー ト強度の母標準偏差σeが 4N/mm2ょ り大きくな

ると,小径コアの精度は, φ100mmコ アより高くなる。

5 実構造物による推定精度の検証

51実構造物の構造体 コンクリー ト強度の推定
小径コアによる構造体コンクリー ト強度の推定式の実

用性を,実構造物で検証した 12の実証例のうち代表的な

2件について述べる.

1)建物 A

建物 Aは,建設後約 30年経過した鉄骨造平屋建ての
工場であ り,地 中梁 (350× 6001ィ114)か らφ185■ lnl, φ
22 5mmコ アおよびゅ100mmコ アを採取した.採取位置

2   6   10  14  18  22  26  30
コア採取箇所数 そ

図-15信頼区間と採取箇所数の関係 (σ。=4N/mm2)

2   6   10  14  18  22  26  30
コア採取箇所数 々

図-16 信頼区間と採取箇所数の関係 (σ。=6N/mm2)

表-7 圧縮強度試験結果 (建物A)
合計

コ ア
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凡例)N:試料総数,n':葉却試料数,n i ttl馬分散の算定に用いた
試料数,ア :平均値 (N/“ l■P), V:不偏分散 ((Nんド)2),
±β:信頼率 95%イ言頼区聞 (N/「評)

は 2箇所であり,1箇所あたり小径コアは径ごとに 2～ 5

本, φ100■mコ アは 2本採取した.圧縮強度試験は,全
てのコア供試体の Vdを 20に成形し,変位制御で行った

表-7に圧縮強度試験結果を示す.月 径ヽヨアの試験値を

43飾で求めた推定式で補正 した平均強度は 348N/mm2
であり, φ100Hllnコ アによる全平均強度 350N/:r,In2と

ほぼ等 しいことが分かる .

また,採取位置 1箇所ごとに着目すると小径ヨア 2～ 5

本で推定した強度は,その位置のゅ1 00Hlinコ ア強度とほ

ば等しい。このことから,局部的な強度を推定する場合

には,3本程度の小径コア試料があれば実用的な推定精
度が得られると判断される。

2)建物 M

建物 Mは RC造 2楷建ての学校であり,φ 100■mコ ア
は 1,2階の壁 6箇所から各 1本採取し, φ185■lnlの小
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264024 45297232294827

3842 433469553546463 1

26 321.023 826.020 724 325 620 624 1 22 8

1486148614 686

柱だけ壁だけ全体柱だけ壁だけ全体 柱だけ壁だけ全体

乗却前のデータ 」IS

補正後

1個抽出乗却後のデータ

小径コア(N/mm2)

表-8 圧縮強度試験結果 (建物M)
φ100コア (N/mm2)

谷川式

補正後

6

√V

20 9

52

55

たヽ試料数 (箇所ごとの平均値あるいは1個抽出したデータの数),X:平均値 ,V:不偏分散((N/mm2)2),

十
一

凡例)
±β :信頼率95%信頼区間(N/mめ

径コアはφ100■mコ アの周り (6箇所)お よびその近傍
の柱 (8箇所)から各々数本 (3～ 8本)づつ採取した .

φ100mnコ アの Vdは全て 20よ りも小さかったため ,

ЛSl107の補正値を用いる方法,およぴ/Jヽ坂・谷川の方法 0

で補正した,表-8に圧縮強度試験結果を示す。ここでは

箇所ごとの平均値あるいは箇所 (14箇所)ごとに無作為

に 1個抽出したデータから求めた全体の平均値,標準偏

差,信頼区間を示 している.柱から採取した小径コア強

度は壁よりも大きいことが分かる。このように,小径コ

アを用いた場合には直接的に主要構造部材の強度が得ら

れるため,構造物の強度をより的確に推定できると言え

る。なお,棄却検定で異常値と判定された試料数は 70

個の小径コアのうち 6個であつた。

採取部位がφ100Hmコ アと同じである壁の 1個抽出の

強度に着目すると,6個 の試料の平均値は 210N/1ェ lm2
であり,φ 100■mコ アの谷川式による補正後強度とほぼ

等しい.ま た,こ のときの 95%信頼区間はφ100Hmコ ア

の谷川式による補正後強度の信頼区間と大きくは違わな

い.これらのことから,44節で述べたように,ある領域
の強度を推定する場合,小径コアを 6箇所程度から 1個

ずつ採取し,試料数を 6個程度とすれば構造体コンク

リー ト強度が笑用的な精度で推定できると考えられる。

6 まとめ

本報で述べた検討結果より以下に示す結論を得た

1)小径コア強度と構造体コンクリー ト強度 (φ 100mmコ

ア強度)の強度差データを分析することにより,小径
コア強度による構造体コンクリー ト強度の推定式を設

定できた。

2)あ る領域の強度を推定するには,構造体コンクリー ト

強度均一と仮定した場合,小径コアの採取箇所数を6

～12と するのが採取箇所数と精度のバランスがよい。

3)構造体コンクリー ト強度の現実的なばらつきを考慮し

た場合, 6箇所から各 1本採取した小径コアによる構

造体ヨンクリー ト強度の母平均の推定精度は, 3箇所

から各 1本採取した直径 100mmコ アの推定精度と同程

度と考えてよい。

4)従 って,小径コアによりある領 l泊文の強度を実用的に (精

度よくかつ効率よく)推定するためには,採取箇所と

本数を 6箇所から各 1本程度にするのが妥当である。

5)建物Aの試験結果より,局部的な強度の推定には 3本

程度の小径コア試料があれば実用的な推定精度が得ら

れると考えられる

6)建物Mの試験結果より,ある領域の強度を推定する場

合,小径コアの試料数を 6程度にすれば,構造体コン

クリー ト強度が実用的な精度で推定できることが確認

できた。

7 おわりに

本報は,名古屋大学谷川恭雄教授の御指導を得て,当

社,爛錢高組, 日本国土開発棚が共同開発 し,(財 )日 本

建築センター 。(財 )建築保全センターの建築物等の保全

技術・技術審査証明を取得した既存構造物のコンクリー

ト強度調査法「ソフトコアリング」について,開発の各

段階において実施 した実験 。検討結果をとりまとめたも

のである。
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